
2012年度 表象文化 
身体表現としてのフットボールとファッション 

授業スケジュール： 

 

00: ガイダンス [April 13, 2012] 

01: 身体の構造̶骨 [April 20, 2012] 

02: 身体の構造̶筋肉 [April 27, 2012] 

03: マックイーンと解剖学 [May 11, 2012] 

04: ベイレンドンクとポップ [May 18, 2012] 

05: チャラヤンとメディアアート [May 25, 2012] 

06: 身体とファッションまとめ [June 01, 2012] 

07: 講評会／最終課題説明 [June 08, 2012] 

08: small is beautiful [June 15, 2012] 

09: 戦術と身体 [June 22, 2012] 

10: アズーリの歴史 [June 29, 2012] 

11: 身体とフットボールまとめ [July 06, 2012] 

12: 文化としての身体表現 [July 13, 2012] ＊ 

13: まとめ [July 20, 2012] ＊ 

＊ 学外見学への変更の可能性あり．	
 

時限：金曜日 4時限（15:00-16:30） 
教室：MB01 
単位：2単位 
担当：川久保亮（Ryo KAWAKUBO） 
 

授業目的： 
 

本授業は，一般的に「表象文化」という名の下で行われ

ている哲学や思想をベースにした美学的な文化論とは

やや異なるアプローチで，「表象文化」という言葉の意

味から考えてもらうべく，「表象（representation）」

と「文化（culture）」の関係について，実践的なトレ

ーニングも含めて，対象を言葉で表現する力を養うこと

を主たる目的とする． 

 

最終的に言葉によって論じてもらうことになるが，言葉

というものは基本的に意味として作用するものであり，

様々な文化のように，見たり聴いたりするといった感覚

の刺戟にはなりにくい． 

 

逆に言うと，意味だけのものとして作用していない対象

を言葉に置き換えることには，必ず困難さが伴う．「表

象文化」における「表象」とは，言葉による「再現」で

もあるので，その点は批評や感想とは区別されなければ

ならない．安易に言語の枠組みの中だけで対象を理解し

ようとすると，独善的な解釈に基づいてしまうことがあ

り，結果，単なる感想文に陥りかねない． 

 

それを回避すべく，まずはヒトの感覚の中で最も多くの

情報を伝達する「視覚」から理解するトレーニングを行

うことで観察眼を養い，対象を多角的に捉え，「見えて

いない」部分を理解し，「見えている」部分をより深く，

正確に把握できるようになってもらう．その上で，対象

を言葉によってどのように「再現」できるかという段階

に進み，最終的にそれを論文という形にまとめるスキル

を習得する． 

 

文化を論じることは，対象が日常的で身近であるが故

に，容易なものだと思い込みがちだが，課題を通じて，

その困難さを経験することで，本授業以外において言葉

で何かを論じるための「道具」としてもらいたい．	
 



 授業概要： 
 

自らの身体について，果たしてどれほど理解しているだ

ろうか？ 

 

身体とは自らのものでありながら，それを所有している

わけではなく，また別の身体と交換することも出来な

い．無論，医療行為として，身体の一部を人工的なもの

で代替することはあるが，それは自己の身体を放棄する

ということにはならない．身体は，心などと同様に，そ

の人のアイデンティティを形成する重要なものである． 

 

そうした身体から生み出される文化とは，身体自身の表

象なのであって，身体を抜きには成立しない．どんな文

化であっても，何らかの形で身体の所産として生み出さ

れてくるのであって，文化それ自体として誕生，発展す

ることはない．それ故，文化を理解するためには，まず

身体についての理解が必要なのである． 

 

本授業では，表象されたものの具体例としてフットボー

ル（サッカー）とファッションを扱うが，スポーツ文化

や服飾史といったものの知識獲得を目的とはしていな

い．その点を十分に理解した上で，身体という実体に対

し，それに加算する表現としてのファッションを，身体

から生み出されるダイナミズムの美しさ，あるいは身体

それ自身の形態美としてのフットボールについて，身体

とどのような関係にあるのかについて考えてもらう． 

 

文化の基底には身体があり，そこから様々な形式や形態

へと派生してゆくという背景を踏まえ，単に題材とする

ものだけに留まらず，それに関係する他の文化事象／事

物も横断的に眺めることが必要となる．そうした広い領

域を駆け抜けるだけの脚力を履修者には要求する．それ

を達成した結果として身に付くものが，本授業に特化し

た成果に留まらず，あらゆる学問分野にとって共通する

基礎体力となるものであることを保証しておきたい．	
 

最終課題： 
 
授業の主旨を踏まえた上で，具体的な身体表現の文
化事例／事象を選択し，それに関する 8000 字以
上の小論文を学期末に提出してもらう．字数が規定
よりも多い分には制限はないが，規定に満たない場
合は評価が下がるので注意すること． 
 

小課題： 
 
文化についての何をどのように書くかという，本授
業の目標を達成するためのスキルを養う課題とし
て，授業の前半で写真の課題を五回課す．この課題
の目的は，「対象の見方」を養うものであり，写真
撮影の技術を高めるためのものではない．テーマ，
提出方法等については，授業内で指示をする．基本
的には一回の課題について一つのテーマを与え，そ
れに基づいた写真を一枚提出してもらう予定でい
る．なお，五回分を終えた段階，授業の中盤で講評
会を行う． 

評価方法： 
 
五回の小課題（写真）と最終課題（小論文）によっ
て評価する．最終課題のテーマに関しては，事前に
内容に関する計画書を提出してもらい，授業／課題
の主旨を理解できているかどうかをチェックし，問
題がある場合には個別に助言もする．計画書を提出
せずに最終課題だけ提出した場合，評価対象外とな
る可能性もある点は十分に留意しておくこと． 

連絡先・ホームページ・ツイッター： 
 
E-mail: kwkbr@rikkyo.ac.jp 
URL: http://www2.rikkyo.ac.jp/web/ryo-k/ 
twitter: @cul_rep 
 


